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平
成
十
六
年
度
の
当
初
予
算
案
が
、
三
月
定
例
市
議
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
人
づ
く
り
を
は
じ
め
、
環
境
施
策

の
充
実
や
地
域
経
済
活
性
化
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
編
成
し
た
、
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
の
当
初
予
算
案
が
、
三
月
定
例
市
議
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
人
づ
く
り
を
は
じ
め
、
環
境
施
策

の
充
実
や
地
域
経
済
活
性
化
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
編
成
し
た
、
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平成16年度の予算概要平成16年度の予算概要
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一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
百
四
十
六
億
二

千
六
百
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
四
・
四
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
建
設
が
始
ま
る
こ
と
や
、
大
野
・
勝
山
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
で
進
め
て
い
る
一
般

廃
棄
物
処
理
施
の
建
設
費
負
担
が
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど

を
考
慮
し
、
個
人
市
民
税
で
前
年
度
比
六
・

八
％
の
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。
総
額
で
は

前
年
度
比
一
・
二
％
減
の
三
十
六
億
六
百
三

十
八
万
三
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
が
前
年
度

比
一
・
四
％
減
の
三
十
五
億
五
千
万
円
、
特

別
交
付
税
が
前
年
度
比
一
〇
・
三
％
減
の
七

億
円
、
合
計
四
十
二
億
五
千
万
円
で
前
年
度

比
三
・
〇
％
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
予
算
で
は
、
感
性
豊
か
で
思
い
や

り
の
あ
る
人
づ
く
り
を
は
じ
め
、
総
合
的
な

福
祉
施
策
や
、
循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
環

境
施
策
の
充
実
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
積

一
般
会
計

歳　

入

歳　

出

区　　　　分 平成16年度 平成15年度 対前年比

一 般 会 計 146億2,600万円 140億1,200万円 4.4％

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 28億7,275万円 28億4,755万円 0.9％

老 人 保 健 43億3,535万円 44億6,068万円 △  2.8％

簡 易 水 道 7,789万円 5,465万円 42.5％

農 業 集 落 排 水 6億1,170万円 6億5,979万円 △  7.3％

下 水 道 12億9,034万円 15億9,650万円 △19.2％

介 護 保 険 25億1,724万円 23億3,710万円 7.7％

小　　　　計 117億527万円 119億5,627万円 △  2.1％

企 業 会 計 （ 水 道 ） 2億7,512万円 2億884万円 31.7％

合　　　　計 266億639万円 261億7,711万円 1.6％
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極
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
中
で
も
次
の
項
目
を
重
点

推
進
事
業
と
し
て
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
・
和
泉
村
と
の
合
併
の
推
進

・
亀
山
周
辺
整
備
事
業
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
建
設
）
の
推
進

・
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進

・
水
資
源
の
総
合
的
な
保
全
と
活
用

・
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
推
進

・
「
学
び
の
里
」
づ
く
り

・
地
域
経
済
の
振
興
と
雇
用
の
促
進

・
環
境
調
和
型
農
林
業
の
推
進

・
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
広
域
組
合
）
の

建
設
促
進

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
ニ
ー
ズ
と
社
会
経
済
情

勢
へ
の
的
確
な
対
応
や
健
全
財
政
の
維
持
な

ど
を
考
え
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
七
月
一
日
で
大
野
市
制
が
五

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
や

四
友
好
町
と
の
交
流
会
の
開
催
、
『
大
野
の

あ
ゆ
み
』
改
訂
版
や
『
議
会
だ
よ
り
』
総
集

版
発
刊
な
ど
の
予
算
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
二
所
の
関
部
屋
（
湊
川
親
方
）

の
大
野
合
宿
で
行
う
、
子
ど
も
た
ち
と
力
士

と
の
交
流
事
業
や
、
子
ど
も
に
よ
る
朝
市
、

子
育
て
に
関
す
る
討
論
会
な
ど
、
五
十
周
年

を
契
機
に
始
め
る
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
事

業
「
お
お
の
子
ど
も
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

16年度予算

自主財源
依存財源

民生費
29億5,960万円

教育費
24億1,696万円

衛生費
19億6,181万円

土木費
12億6,866万円

農林
水産業費

     公債費
17億
 6,840万円

6億
2,410万円

商
 工
    費

議会費
など
その他

10億5,354万円

20.2％

16.5％

13.4％

総務費  
14億6,644万円

10.0％

12.1％

7.6％

8.7％

4.3％

7.2％

歳出  146億2,600万円

市税
36億638万円

4.7％

繰入金　8億
6,385万円

6億2,022万円

9億4,150万円

その他

地方
消費税
交付金
    など

市債

9億
  7,140万円

10億
  6,092万円

国庫
支出金

11.1％

県支出金

16億
  2,240万円

地方交付税
42億5,000万円

諸収入分担金
　および
　　負担金
　　　　など
　　　  その他

5.9％

4.3％

6.4％
6.6％

7.3％

29.1％

24.6％

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

歳入  146億2,600万円

6億
8,933万円

11億
 649万円

民生費

消防費
議会費
労働費
など　

市民一人当たりに換算すると 36万8,200円（34万9,575円）　　（　）内は前年度

7万4,506円
(7万4,312円)

教育費 衛生費 公債費 総務費 土木費 農林水産業費 商工費 その他

重
点
推
進
事
業

6万845円
(4万1,768円)

4万9,387円
(4万904円)

4万4,518円
(3万7,713円)

3万6,917円
(3万9,924円)

3万1,938円
(3万3,939円)

2万7,855円
(3万4,057円)

1万5,712円
(2万589円)

2万6,522円
(2万6,369円)



葬祭場施設整備事業………… 4,380万円
　平成16・17年度で葬祭場の再燃炉な
どの設備を改修（総事業費8,600万円）

里山の森林づくり推進事業…… 200万円
　平家平の自然観察道整備や市民参加型
の体験活動などを推進

田村家（城町）

大野・勝山地区広域行政事務組合負担金
（衛生費分）………………… 3億258万円
　広域組合の一般廃棄物処理施設建設に
かかる負担分

環境基本計画推進事業……… 1,652万円
　環境監視員の設置、低公害車購入への
補助や太陽光発電など住宅設備改修の補
助、環境家計簿の普及促進

武家屋敷「田村家」の調査…… 150万円
（福井大学との連携事業）
　建物の保護や活用の方向性を定めるた
め、武家屋敷「田村家」を調査
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産
業

交
流

生
活

そ
の
他

そ
の
他

人 環
境

生
活
住みたい

住み続けたいまち

16年度予算

地場産学校給食推進事業補助……90万円
　学校給食へ生産者の分かる、安全で安
心な食材を提供する体制の整備

新規採択調査設計事業……… 1,125万円
　農業農村整備事業の実施へ、事前に調
査設計などを実施
　①農村環境計画の策定
　②田園空間の整備
　③ほ場整備（下舌・上黒谷）

水田営農条件整備事業……… 1,873万円
　ソバの品質向上に向け、JAテラル越
前が行う、ソバ粒選別所設置へ補助

福井県信用保証協会の損失補償に対する
債務保証（債務負担行為）
　中小企業者が無担保で協会の保証を受
けられるよう、市が債務を保証
　期間：平成16年度から24年度まで
　限度額：840万円

信用保証料補給事業………… 1,251万円
　市で行っている資金融資制度の利用者
に対し、信用保証料を補助

中小企業資金融資預託金……2億8千万円
　市内の中小企業者へ運転資金などを融
資するため、市内金融機関へ預託

除雪車購入事業……………… 1,286万円
　歩道や幅員の狭い道路など生活道路の
除雪を行うため、小型の除雪車を購入

緊急地方道路整備事業……… 7,058万円
　小山工業団地線の整備や、冬期間の円
滑な通行を確保する中挾美里線の流雪溝
整備など

地域福祉計画策定事業………… 200万円
　地域福祉に関する施策を具体的に推進
するための計画を策定

越美北線通勤定期券購入補助… 140万円
　JR越前大野駅で購入した越美北線の
通勤定期券へ、有効期間満了後に補助

産
業

交
流

生
活

そ
の
他

そ
の
他

人 環
境

生
活

産
業

交
流

生
活

そ
の
他

そ
の
他

人 環
境

生
活

創造性と活力ある

産業のまち

環境保全と美しい

景観づくりのまち

歩道を除雪する小型除雪車

田村家（城町）



全国スポーツ・レクリエーション祭事業
606万円

　第17回全国スポーツ・レクリエーショ
ン祭（スポレク福井2004）のインディ
アカ大会を開催

平成大野屋事業……………… 1,151万円
　平成大野屋まつりの開催や、支店主交
流事業、本店かわら版の作成など

インディアカインディアカ

大野明倫館大野明倫館

シビックセンター（仮称）の模型
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16年度予算

おおの子どもサマーフェスタ事業
1,200万円

　市制50周年を記念し、子どもと子育て
を中心としたイベントを開催

シビックセンター建設事業
9億8,323万円

　平成16・17年度で、有終西小学校と
生涯学習センター、大野公民館の複合施
設を建設（総事業費32億1,140万円）

学校評議員制度運営経費…………56万円
　各学校10人程度、学校評議員を委嘱

支え合いのまちづくり事業………30万円
（福井大学との連携事業）
　福祉マップの作成など、福井大学と連
携し地域福祉について検討

市民楽
がっ

校
こう

、市民寺子屋の開設……70万円 
　有終会館・公民館で講座（市民楽校）
を開くほか、集落単位で学習会（市民寺
子屋）を開催

読書活動支援事業・おはなしの世界事業
120万円

　図書館から小中学校へ貸し出す図書の
充実。本の読み聞かせ普及活動、図書館
内での読み聞かせコーナー設置など

友好町との交流会開催………… 170万円
　市制50周年を記念して、三石町・葛巻
町・能生町・南淡町との交流会を開催

荒島岳登山道の整備………………50万円
　新ルートの事前調査や案内看板の増設

大野明倫館事業……………………80万円
　地域づくり一般教養講座の開催や、実
践学習活動などを実施

市制50周年記念式典……………146万円
　平成16年7月1日に記念式典や市政功
労者表彰、記念講演会などを開催

議会だより総集版発行………… 400万円 
　市制50周年を記念し、議会だよりの総
集版を発行

大野のあゆみ発刊事業………… 428万円 
　『大野のあゆみ』（昭和43年発刊）の
改訂版を発刊

大野市・和泉村合併協議会負担金
828万円

　大野市・和泉村合併協議会の負担金

産
業

交
流

生
活

そ
の
他

そ
の
他

人 環
境

生
活

人が集い

心が響きあうまち

産
業

交
流

生
活

そ
の
他

そ
の
他

人 環
境

生
活

産
業

交
流

生
活

そ
の
他

そ
の
他

人 環
境

生
活

思いやりと

　　豊かな心を

　　　　育むまち

シビックセンター（仮称）の模型
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三
月
に
第
三
百
三
十
一
回
定
例

市
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
六

年
度
の
予
算
案
や
十
五
年
度
の
補

正
予
算
案
な
ど
二
十
九
議
案
と
市

会
案
一
議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
一
億

二
千
九
百
七
万
五
千
円
の
減
で
、

補
正
後
の
総
額
は
、
百
四
十
二
億

五
千
三
百
五
十
六
万
九
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
同
期
と

比
べ
、
五
・
六
％
の
減
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
福
祉
関
係
施
設

の
増
床
に
対
す
る
補
助
と
し
て

千
八
百
七
十
四
万
三
千
円
を
計
上

し
た
ほ
か
、
除
雪
経
費
と
し
て

七
千
万
円
を
計
上
、
そ
の
ほ
か
は

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に
関

す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

佐
開
地
区
と
南
六
呂
師
地
区
の
使

用
料
金
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
、
寺
島
藤
雄
氏

（
五
十
歳
・
南
新
在
家
）
が
、
副

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
島
氏
は
、
平
成
十
一
年
に
市

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
民
生
環

境
常
任
委
員
会
委
員
長
や
総
合
交

通
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。
現
在
二
期
目
で
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
各
常
任
委
員
会

と
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

15
年
度
予
算
の
補
正

　

第
七
回
、
第
八
回
合
併
協
議
会

が
開
か
れ
、
地
方
税
や
事
務
事
業

の
取
り
扱
い
な
ど
三
項
目
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
地
方
税
の
取
り
扱
い

　

住
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
地

方
税
の
取
り
扱
い
は
、
大
野
市
の

制
度
に
統
一
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
は
両
市
村
に
差
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
三
年
間
は
調
整
を
行
う
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

●
産
業
経
済
関
係
の
事
務
事
業

　

農
業
や
林
業
、
商
工
業
や
観
光

な
ど
の
事
務
事
業
は
、
原
則
と
し

て
大
野
市
の
制
度
に
統
一
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
両
市
村
の
施
設
を
現
行
の

と
お
り
引
き
継
ぐ
こ
と
や
、
和
泉

村
独
自
の
助
成
制
度
を
当
面
継
続

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
教
育
関
係
の
事
務
事
業

　

学
校
や
社
会
教
育
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
事
務
事
業
は
、
原

則
と
し
て
大
野
市
の
制
度
に
統
一

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
市
村
の
施
設
は
、
現
行
の
と

お
り
引
き
継
ぎ
ま
す
が
、
和
泉
村

の
公
民
館
分
館
に
つ
い
て
は
、
廃

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
八
回
の
合
併
協
議
会
で
、
和

泉
村
の
議
会
議
員
と
農
業
委
員
会

委
員
に
つ
い
て
小
委
員
会
か
ら
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
和
泉
村
議
会
の
議
員

　

在
任
特
例
に
よ
り
、
和
泉
村
議

会
の
議
員
は
、
大
野
市
議
会
議
員

の
残
任
期
間
在
任
す
る
。
た
だ
し

人
数
を
八
人
中
、
三
人
と
す
る
。

●
和
泉
村
農
業
委
員
会
の
委
員

　

現
在
の
大
野
市
農
業
委
員
会
の

残
任
期
間
、
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ

た
和
泉
村
の
農
業
委
員
会
委
員
の

中
か
ら
二
人
を
新
市
の
委
員
と
し

て
引
き
継
ぐ
。
ま
た
こ
の
期
間
、

選
任
に
よ
り
選
ば
れ
る
農
業
委
員

会
委
員
を
一
人
増
員
し
、
和
泉
村

区
域
か
ら
選
出
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先 

　

大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会

　
（
1
66
・
１
６
０
０
）

定
数
等
小
委
員
会
の
報
告

◆ 

大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会 

◆

　
　
地
方
税
の
取
り
扱
い
な
ど
決
ま
る

副議長
寺島藤雄氏

常任委員会 議会運営
委 員 会総務文教 産経建設 民生環境

◎幾山秀一
○笹島彦治
　島口敏榮
　牧野　勇
　本田　章
　米村輝子
　常見悦郎
　松井治男

◎竹内安汪
○藤堂勝義
　川端義秀
　山本鐡夫
　寺島藤雄
　砂子三郎
　榮　正夫

◎松田信子
○宮澤秀樹
　松原啓治
　兼井　大
　谷口彰三
　浦井智治
　畑中章男

◎常見悦郎
○幾山秀一
　松原啓治
　兼井　大
　竹内安汪
　砂子三郎

◎
委
員
長　

 

○
副
委
員
長

排
水
施
設
の
料
金
変
更

副
議
長
に
寺
島
氏

改正前

2,500円

500円

2,500円

2,300円

690円

2,300円

区　　　　　　　分 改正後

佐開地区
一般用

基本（１世帯当たり） 2,800円

人員割（世帯員１人当り） 600円

集会施設など 基本（１施設当たり） 2,800円

南六呂師
地　　区

一般用
基本（１世帯当たり） 3,000円

人員割（世帯員１人当り） 600円

集会施設など 基本（１施設当たり） 3,000円

除
雪
経
費
に
七
千
万
円
な
ど

15
年
度
補
正
予
算
案
を
可
決
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●
越
美
北
線
の
利
用

対
象　

越
前
大
野
駅
で
、
次
の
乗

車
券
な
ど
を
購
入
し
た
市
民

①
平
成
16
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
、
通
勤
定
期
乗
車
券

②
回
数
券

③
団
体
な
ど
５
人
以
上
で
購
入
し

た
乗
車
券
（
証
明
書
が
必
要
）

助
成
額

①
通
勤
定
期
券

　

１
・
３
カ
月　

購
入
費
の
２
割

　

６
カ
月　

購
入
費
の
１
割

②
回
数
券　

購
入
費
の
３
割

③
乗
車
券　

運
賃
の
５
割

申
請
方
法

　

印
鑑
、
助
成
金
の
交
付
を
受
け

る
口
座
の
通
帳
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
も
の
を
持
参
し
申
請

①
通
勤
定
期
券　

有
効
期
間
の
終

了
か
ら
１
年
以
内
の
定
期
券

②
回
数
券　

購
入
日
か
ら
１
年
以

内
の
最
終
回
数
券
（
表
紙
）

③
乗
車
券
（
５
人
以
上
で
利
用
）

越
前
大
野
駅
発
行
の
証
明
書

　

※
証
明
書
の
発
行
で
駅
の
窓
口

　
　

が
込
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま

　
　

す
。
乗
車
券
は
な
る
べ
く
前

　
　

日
ま
で
に
購
入
し
ま
し
ょ
う

そ
の
他　

助
成
金
は
口
座
振
り
込

み
（
郵
便
口
座
除
く
）
で
交
付

し
ま
す
。
現
金
で
の
交
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

●
越
美
北
線
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

　

普
通
乗
車
券
で
の
越
美
北
線
利

用
に
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
ま
す
。

　

20
ポ
イ
ン
ト
で
、
あ
っ
宝
ん
ど

入
場
券
（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
）

３
千
円
分
と
交
換
し
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は

・
市
内
の
駅
か
ら
福
井
駅
ま
で
の

区
間
を
乗
車
し
た
と
き

・
福
井
駅
か
ら
市
内
の
駅
ま
で
乗

車
し
た
と
き

で
そ
れ
ぞ
れ
１
点
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
越
前
大
野

駅
の
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

対
象　

越
美
北
線
を
普
通
乗
車
券

で
利
用
す
る
市
民

申
請
方
法　

20
ポ
イ
ン
ト
を
達
成

し
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
印
鑑

を
持
参
し
申
請

●
太
陽
光
発
電
な
ど
の
住
宅
設
備

対
象

①
太
陽
光
発
電
設
備

②
屋
根
融
雪
・
雨
水
再
利
用
設
備

補
助
件
数　

各
10
件

補
助
金
額　

各
工
事
費
用
の
３
分

　

の
１
以
内
（
た
だ
し
①
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
補
助
金
額

分
を
減
額
し
た
金
額
）　

補
助
上
限
額　

各
60
万
円

そ
の
他　

対
象
と
な
る
に
は
、
一

　

定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

申
込
締
切
日　

５
月
20
日
㊍

●
低
公
害
車
の
購
入

対
象　

燃
料
消
費
の
少
な
い
低
公

害
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
を

市
内
で
購
入
し
、
新
車
登
録
し

た
個
人
、
ま
た
は
市
内
で
事
業

を
営
ん
で
い
る
法
人

助
成
額　

１
台
に
つ
き
20
万
円

申
請
方
法　

新
車
登
録
後
30
日
以 

内
に
、
申
請
書
に
自
動
車
検
査

証
・
請
求
書
ま
た
は
契
約
書
の 

写
し
・
市
税
の
納
税
証
明
書
・

住
民
票
ま
た
は
登
記
簿
謄
本
な 

ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

※
ほ
か
に
も
「
古
紙
回
収
団
体
補 

助
」
や
「
地
下
水
保
全
活
動
助 

成
」
な
ど
各
種
助
成
が
あ
り
ま 

す
。
詳
し
い
内
容
は
、
問
い
合 

わ
せ
先
ま
で
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
（
☎ 

66
・
１
１
１

１
内
線
４
６
３
）

●環境保全対策審議会
募集定員　２人
応募資格　市内に住む20歳以上の

人で環境問題に関心の
ある人

応募方法　環境問題について、
日ごろ感じていること
を400字程度にまとめ
たものと履歴書を提出
（郵送可）

●廃棄物減量等推進審議会
募集定員　２人
応募資格　市内に住む20歳以上の

人でごみ問題に関心の
ある人

応募方法　ごみ問題について、
日ごろ感じていること
を400字程度にまとめ
たものと履歴書を提出
（郵送可）

●地下水対策審議会
募集定員　３人
応募資格　市内に住む20歳以上の

人で地下水に関心のあ
る人

応募方法　地下水について、日
ごろ感じていることを
400字程度にまとめた
ものと履歴書を提出

　　　　　（郵送可）

委嘱期間　委嘱された日～平成18年３月31日
会議日程　年２～３回、平日に開催予定
申込締切日　４月27日㊋（午後５時必着）
申し込み・問い合わせ先
　〒912－8666 大野市天神町1－1
　生活環境課環境保全係（☎66・1111内線462）

 
ご
利
用
く
だ
さ
い

  
生
活
環
境
課
の

　
　

   
各
種
助
成

各 種 審 議 会 委 員 の 募 集



2004.4  広報おおの

水　分　補　給

2004.4　№ 181

～ちょっと気になる健康料理～
ブロッコリーとかに風味かまぼこのサラダ
（エネルギー：87㌔㌍　塩分：0.8㌘）

　酢の酸味とごま油の風味を加えたドレッシングで塩
分控えめに。彩りのよいサラダを作ってみませんか。
①ブロッコリーは子房に分け、茎を食べやすく切る。
ゆでてザルにあげ冷ましておく。
②かに風味かまぼこは長さを半分に切り、縦に割く。
③卵に牛乳を加えてときほぐし、フライパンでスクラ
ンブルエッグ（洋風いり卵）を作る。
④Ａを混ぜ合わせて中華ドレッシングを作る。
⑤①～③を④のドレッシングであえて出来上がり。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４人分）
ブロッコリー・・・・200㌘
かに風味かまぼこ・・  40㌘
　　卵・・・・・・・・２個
　　牛乳・・・・・小さじ２
　　サラダ油・・・・・少々
　　酢・・・・・大さじ１強
　　濃口しょうゆ・小さじ２
　　ごま油・・・・小さじ１

　

体
は
、
主
に
呼
吸
で
体
温
の
調

節
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
運
動
な

ど
で
体
温
が
上
が
る
と
、
呼
吸
だ

け
で
は
調
節
が
追
い
つ
か
な
く
な

り
、
汗
を
か
い
て
体
温
を
下
げ
よ

う
と
し
ま
す
。

　

大
量
の
汗
を
か
い
た
と
き
に
水

分
補
給
が
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
な

い
と
、
脱
水
状
態
な
ど
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
の
ど
が
渇
い
た
」
と
感
じ
た

と
き
に
は
、
す
で
に
水
分
が
不
足

し
て
い
る
状
態
で
す
。
運
動
前
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
水
分
を
補
給
し

て
お
く
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
前
の
三
十
〜
六
十
分
、
コ

ッ
プ
二
〜
三
杯
程
度
の
水
分
を
ゆ

っ
く
り
飲
ん
で
お
き
ま
す
。

　

運
動
時
は
、
の
ど
の
渇
き
に
関

係
な
く
、
二
十
〜
三
十
分
間
隔
な

ど
、
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る
よ
う

　

雪
が
解
け
、
外
で
体
を
動
か
す
機
会
の
多
く
な
る
こ
の
時

期
、
運
動
を
す
る
と
き
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
水
分
補

給
で
す
。
元
気
で
健
康
な
体
へ
、
水
分
を
上
手
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

（８）

皆さんの健康づくりを後押しします。保健センター（☎65・7333）

　
　
　

エ
ッ
グ

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

に
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
中
や
運
動

後
な
ど
、
い
つ
で
も
充
分
な
水
分

を
補
給
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

水
分
補
給
に
適
し
た
手
軽
な
飲

み
物
と
し
て
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ

ー
タ
ー
な
ど
の
水
や
お
茶
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
量
に
汗
を
か
い
た
と
き
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
、
糖

分
や
塩
分
を
補
給
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
中
に
は
糖
分
が
多
す

ぎ
る
も
の
が
あ
り
、
水
分
が
効
率

的
に
吸
収
さ
れ
に
く
か
っ
た
り
、

カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
冷
た
す
ぎ
る
飲
み
物
や

一
度
に
多
量
の
水
分
を
補
給
す
る

こ
と
は
、
か
え
っ
て
胃
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
十
度
前
後
の
「
少
し

冷
た
い
」
と
感
じ
る
程
度
の
水
分

を
、
一
回
に
百
〜
二
百
㍉
㍑
ぐ
ら

い
ず
つ
取
る
の
が
、
最
も
効
果
的

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
を
す
る
と
き
以
外
に
も
、

目
覚
め
た
と
き
や
入
浴
の
前
後
、

食
事
の
際
や
寝
る
前
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

上
手
に
水
分
を
取
っ
て
、
体
内

か
ら
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

運
動
時
は
特
に
補
給
を

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

緑のトンネル！亀山ウォークで
　　　　　　　　　リフレッシュ

　

人
間
の
体
は
、
約
六
〜
七
割
が

水
分
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。
そ
し

て
成
人
が
一
日
に
排
出
す
る
水
分

の
量
は
、
約
二
千
〜
二
千
五
百
㍉

㍑
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
水
分
を
補
給
す
る
に

は
、
食
事
に
含
ま
れ
る
も
の
や
、

代
謝
で
出
る
も
の
を
除
く
と
、
約

八
百
〜
千
三
百
㍉
㍑
の
飲
料
水
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
量
は
平
常
時
に
必
要
な
も

の
で
、
運
動
な
ど
で
汗
を
か
い
た

場
合
は
、
さ
ら
に
多
く
の
水
分
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

一
日
二
㍑
以
上
を
排
出

水
や
お
茶
を
基
本

日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
にＡ

尿
1,000　
～1,500

便 100

汗など 900

合計
2,000　
～2,500

成人が一日に排出
する水分の量（ml）
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暮
ら
し
の

マスクで花粉症対策

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

ス
ギ
花
粉
な
ど
が
体
内
に
入
り
込
む
こ
と
で
始
ま

る
花
粉
症
。
そ
の
対
策
方
法
の
ひ
と
つ
が
、
マ
ス
ク

の
着
用
で
す
。
最
近
で
は
、
花
粉
症
対
策
を
主
な
目

的
と
し
た
商
品
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
粉
症
対
策
の
基
本
は
「
花
粉

に
触
れ
な
い
・
吸
い
込
ま
な
い
」

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
早
め
に
対
策
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
症
状
が
軽
く
済
む
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
の
飛
散
状
況
の
確
認
や
、

部
屋
の
掃
除
、
外
出
時
の
対
策
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
ま
め
に
気
を

つ
け
、
花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
を
上

手
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う

・
花
粉
の
飛
散
状
況
を
常
に
チ
ェ

　

ッ
ク
。
良
く
晴
れ
、
湿
度
が
低

く
、
風
の
強
い
日
は
要
注
意
！

・
マ
ス
ク
や
花
粉
防
止
メ
ガ
ネ
、 

帽
子
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

・
上
着
な
ど
に
花
粉
の
付
き
に
く

い
、
ス
ベ
ス
ベ
し
た
素
材
の
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う

・
車
の
通
風
口
を
閉
じ
、
花
粉
対

策
用
の
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
を
装

備
し
ま
し
ょ
う

・
家
の
中
や
建
物
に
入
る
前
に
、

衣
服
や
髪
の
毛
、
荷
物
な
ど
に

付
い
た
花
粉
を
払
い
落
と
し
ま

し
ょ
う

・
干
し
た
布
団
や
洗
濯
物
は
、
花

粉
を
払
い
落
と
し
て
か
ら
取
り

込
み
ま
し
ょ
う

・
帰
宅
後
は
、
す
ぐ
に
う
が
い
と

洗
顔
を
し
ま
し
ょ
う

・
部
屋
の
中
は
、
こ
ま
め
に
ぞ
う

き
ん
掛
け
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
ま
で
マ
ス
ク
と
い
え
ば
、

ガ
ー
ゼ
の
平
面
的
な
も
の
が
一
般

的
で
し
た
。

　

し
か
し
最
近
で
は
、
一
枚
十
円

台
の
使
い
捨
て
タ
イ
プ
か
ら
、
洗

っ
て
再
利
用
で
き
る
数
百
円
す
る

も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
大
き
く
、
立
体
型
と

平
面
型
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、

こ
の
立
体
型
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
成
形
タ
イ
プ
と
プ
リ
ー
ツ
タ
イ

プ
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
素
材
も
従
来
の
ガ
ー
ゼ
に

加
え
、
ほ
つ
れ
に
く
く
弾
力
性
に

富
ん
だ
『
不
織
布
』
を
使
用
し
た

も
の
、
ガ
ー
ゼ
に
特
殊
な
フ
ィ
ル

タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
な
ど

実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
マ
ス

ク
の
素
材
や
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
の

有
無
、
価
格
の
違
い
な
ど
で
、
花

粉
を
捕
ら
え
る
率
に
ど
れ
だ
け
違

い
が
あ
る
の
か
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
タ
イ
プ
で
も
、
九
九
・

五
％
以
上
の
花
粉
が
捕
ら
え
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
価
格
や
素
材
に

関
係
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
マ
ス
ク

に
、
花
粉
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
カ
ビ
や
粉
々
に
な
っ

た
ダ
ニ
の
ふ
ん
な
ど
、
花
粉
よ
り

も
き
わ
め
て
小
さ
い
粒
子
で
は
、

フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し
た
も
の
や

繊
維
密
度
の
高
い
素
材
な
ど
に
、

高
い
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
自
体
の
性
能
が
よ
く
て

も
、
着
用
し
た
と
き
に
す
き
間
が

あ
る
と
、
そ
こ
か
ら
花
粉
が
入
り

込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
顔
の
形
と
マ
ス
ク
と

が
、
ぴ
っ
た
り
合
う
と
い
う
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

立
体
型
で
成
形
タ
イ
プ
の
も
の

は
、
あ
ら
か
じ
め
形
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
は

合
わ
な
い
部
分
に
、
す
き
間
が
で

き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
面
型
の
も
の
は
、
鼻

や
ほ
お
な
ど
の
凹
凸
部
分
に
、
す

き
間
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
顔
と
マ
ス
ク
の
大

き
さ
が
合
わ
な
い
場
合
や
、
会
話

の
際
に
ず
れ
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

購
入
す
る
際
に
は
、
顔
の
形
や

使
い
方
な
ど
に
合
わ
せ
、
慎
重
に

選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
の
多
種
多
様
化

顔
形
に
合
う
こ
と
重
要

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

花
粉
防
止
へ
高
い
効
果

早
期
対
策
で
症
状
軽
く

代表的なマスクの種類と形状

立　体　型
（プリーツタイプ）

立　体　型
（成形タイプ） 平　面　型



民
税
は
、
前
年
の
所
得
に
対
し
て

課
税
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
会
社
を
退
職
し
た

翌
年
は
、
前
年
の
一
月
〜
退
職
月

ま
で
の
給
与
な
ど
に
対
し
て
、
新

た
に
市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
退
職
金
に
か
か
る
市
・

県
民
税
は
、
直
接
天
引
き
さ
れ
る

た
め
、
翌
年
に
課
税
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

今
年
二
月
に
夫
が
死
亡
し
ま

　

  

し
た
。
本
人
が
死
亡
し
て
い

る
場
合
で
も
、
市
・
県
民
税
は
か

か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
・
県
民
税
は
、
毎
年
一
月
一

日
現
在
で
、
市(

県)

内
に
住
所

が
あ
る
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
質
問
の
場
合
、
死
亡
し

た
日
が
二
月(

一
月
二
日
以
降)

の
た
め
、
昨
年
中
の
所
得
に
対
し

て
、
今
年
度
の
市
・
県
民
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
死
亡
し
た
人
の
納
税
義

務
は
、
相
続
人
が
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

　

２
４
）
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奥越人形教室

　

人
形
作
り
に
愛
情
込
め
て

今月のスナップ

税金Ｑ＆Ａ
その⑩

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（☎66・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

越前大野駅に新名所「駅清水」

　

奥
越
人
形
教
室
は
、
伝
統
的
な

手
工
芸
品
で
あ
る
「
木き

目め

込
み
人

形
」や「
御ご

殿て
ん

ま
り
」な
ど
を
作
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

会
の
歴
史
は
古
く
、
十
年
以
上

前
か
ら
、
毎
月
一
〜
二
回
の
例
会

を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
が
家
で
作
っ

て
き
た
作
品
を
見
せ
合
っ
た
り
、

作
り
方
を
教
え
合
っ
た
り
し
な
が

ら
、
七
人
で
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
木
目
込
み
人
形
は
、
木
製
の

本
体
に
、
衣
装
と
な
る
布
を
張
り

付
け
て
作
り
ま
す
。
家
事
や
仕
事

の
合
間
を
見
つ
け
て
作
業
を
す
る

の
で
、
小
さ
い
も
の
で
一
カ
月
、

大
き
い
も
の
で
は
半
年
以
上
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
特
に
歴

史
上
の
人
物
の
場
合
は
、
そ
の
当

時
の
着
物
の
色
や
形
な
ど
を
正
確

に
再
現
し
よ
う
と
、
一
つ
ひ
と
つ

調
べ
な
が
ら
作
る
の
で
、
と
て
も

時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。
衣
装
に

は
古
く
な
っ
た
着
物
や
帯
な
ど
、

身
の
回
り
の
も
の
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
絹
や
綿
の
持
つ
素
朴
な
ぬ

く
も
り
が
、
人
形
に
深
い
味
わ
い

を
与
え
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」
と

代
表
を
務
め
る
高
橋
峰
子
さ
ん
。

　

一
昨
年
か
ら
、
有
終
会

館
入
り
口
横
の
展
示
ス
ペ

ー
ス
へ
、
年
に
何
度
か
作

品
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
四
月
に
は
、
来
月

の
子
ど
も
の
日
に
ち
な
ん

で
、
金
太
郎
や
武
者
人
形

な
ど
を
飾
る
そ
う
で
す
。

　
「
木
製
の
本
体
を
見
な

が
ら
〝
ど
の
生
地
が
合
う

だ
ろ
う
ね
〞
な
ど
と
、
わ

い
わ
い
相
談
し
て
い
る
と

き
が
楽
し
い
。
手
間
の
か

か
る
も
の
ほ
ど
愛
着
が
わ

き
、
出
来
上
が
っ
た
と
き

の
喜
び
は
格
別
で
す
ね
」

「
人
形
作
り
か
ら
、
着
物

の
知
識
や
和
裁
の
技
術
な
ど
を
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

楽
し
ん
で
い
る
様
子
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
ペ

ー
ス
で
、
地
道
に
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
全
員
が

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

会
社
を
退
職
し
た
翌
年
に
、

　

  

市
・
県
民
税
を
納
め
る
よ
う

通
知
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
在

職
中
に
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
。

　

市
・
県
民
税
と
は
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
、
市(

県)

内
に
住

所
が
あ
る
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
も
の
で
、「
市
民
税
」
と
「
県

民
税
」
を
合
わ
せ
て
、
こ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
税
金
は
、
原
則
と
し
て
前

年
中(

一
〜
十
二
月)

の
所
得
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
の
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
前
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
場
合
は
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

会
社
に
勤
め
て
い
る
人
が
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
市
・
県

　
　
　

市
・
県
民
税
は
、
前
年

　
　
　

中
の
所
得
に
対
し
て
課

　
　
　

税
さ
れ
ま
す

ＱＡ

Ｑ
　
　
　

一
月
二
日
以
降
に
死
亡

　
　
　

し
た
場
合
、
市
・
県
民

　
　
　

税
が
課
税
さ
れ
ま
す

Ａ
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　このコーナでは、毎月、七間朝
市に関する情報を紹介します。
　この時期、店先には、雪の下で
保存しておいた野菜や山菜、花な
どが並びます。
　また旬の野菜では、ミズナがあ
ります。生産地としては、勝山市
が有名ですが、大野でも多くの農
家が作っています。
　ほかにも、各農家でサトイモの
植え付けが終わると、種芋として
使わなかったサトイモが、商品と
して並ぶようです。
　4月上旬の山菜は、約 1カ月ぐ
らい店先で見ることができます。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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今
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ｒ
勝
原
駅

近
く
の
公
園
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
中
心
と
し
た
創
作
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　

植
村
さ
ん
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
や
運
営
を
行
う
実
行
委
員

会
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
五
箇
の
喫
茶
店
に
集
ま
る
常

連
同
士
が
意
気
投
合
し
、
み
ん
な

で
何
か
面
白
い
こ
と
を
や
っ
て
み

よ
う
と
考
え
た
の
が
最
初
で
す
。

内
容
を
話
し
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ

　
〝
五
箇
の
自
然
を
生
か
し
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
き
た
い
〞

と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
地
域
の

人
た
ち
を
は
じ
め
、
奥
越
で
創
作

活
動
に
取
り
組
む
人
た
ち
も
巻
き

込
ん
だ
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
実
行
委
員
会
を
結
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　

イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
を
、
生
き

生
き
と
し
た
春
の
息
吹
を
表
現
し

よ
う
と
「
春

し
ゅ
ん

水す
い

」
に
決
定
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
和
太
鼓
の
共

演
や
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
踊
り
、
布

を
使
っ
た
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
や

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
の
販
売
な
ど
内

容
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
話
を
聞
き
つ
け
、
地
域
か

ら
盛
り
上
げ
に
一
役
買
お
う
と
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
着
る
洋

服
の
材
料
に
古
い
着
物
を
提
供
す

る
人
や
、
そ
の
洋
服
作
り
を
手
伝

う
人
な
ど
も
、
み
ん
な
が
一
体
と

な
っ
て
、
手
作
り
で
イ
ベ
ン
ト
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
派
手
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ス
タ
ッ
フ
と
観
客
が
一
体
と

な
っ
て
楽
し
め
る
も
の
を
考
え
て

い
ま
す
。
就
職
で
地
元
を
離
れ
た

人
な
ど
に
も
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

に
ぎ
や
か
に
過
ご
せ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
。
こ
の
時
期
、
線
路
沿

い
で
モ
モ
の
花
が
、
ち
ょ
う
ど
見

ご
ろ
を
迎
え
る
と
思
い
ま
す
。
お

花
見
を
兼
ね
て
気
軽
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
」
と
植
村
さ
ん
。

　

当
日
は
正
午
開
場
。
ス
テ
ー
ジ

は
午
後
四
時
か
ら
で
す
。

〝
五
箇
〞
で
創
作
イ
ベ
ン
ト

　

植
村
秀
行　
さ
ん
（
32
歳
・
清
和
町
）

　今回は一生をかけて石に情熱を注いだ、実在の人
物を描いた絵本を紹介します。
　主人公は作者の父親。子どものころから石集めが
大好きで、いつか石と関係のある仕事をしたいと思
いながら成長した男の話です。
　石に対する情熱は大人になっても冷めず、働きな
がら収集を続けます。大恐慌時代など厳しい時を乗
り越え、独学で研究を続けたその努力は、やがて…
　一つのことに情熱を持ち続けることや、学び続け
ることの大切さが伝わる一冊です。

　

新

着

図

書

【
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

天
国(

よ
し
も
と
ば
な
な)

水
滸

伝
12(

北
方
謙
三)

ミ
ル
キ
ー

(

林
真
理
子)

家
守
綺
譚(

梨
木

香
歩)

ジ
ャ
ス
ミ
ン(

辻
原
登)

卒
業(

重
松
清)

虹
の
生
涯(

森

村
誠
一)

夜
の
明
け
る
ま
で(

北

原
亞
以
子)

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

92
歳
、
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン(

神

部
恭
久)

本
人
の
人
々(

南
伸

坊)

正
ち
ゃ
ん
の
冒
険(

樺
島
勝

一)

乳
が
ん
の
政
治
学(

カ
サ
マ

ユ
ウ)

し
ぐ
さ
の
解
読(

西
村
ヤ

ス
ロ
ウ)

啖
呵
こ
そ
、
わ
が
稼
業

(

塩
野
米
松)

父
は
な
く
と
も(

藤

田
市
男)

見
え
る
日
本
、
見
え
な

い
日
本(

養
老
孟
司)

【
児
童
図
書
】

春
よ
こ
い
こ
い
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ

(

宮
川
ひ
ろ)

と
の
さ
ま
の
ひ
げ

(

ま
す
だ
ゆ
う
こ)

に
ん
タ
マ
三

人
ぐ
み
の
こ
れ
ぞ
に
ん
じ
ゃ
の
大

運
動
会
だ(

尼
子
騒
兵
衛)

ア
ニ

モ
ー
フ
１(

Ｋ
・
Ａ
・
ア
ッ
プ
ル

ゲ
イ
ト)

ひ
っ
か
け
ク
イ
ズ
最
強

ス
ペ
シ
ャ
ル(

小
野
寺
ぴ
り
り

紬)

ヒ
マ
ワ
リ
観
察
事
典(

小
田

英
智)

　

そ
の
他
、
二
百
九
十
三
冊
入
り

ま
し
た
。

キャロル・オーティス・ハースト文
ジェイムズ・スティーブンソン絵
千葉茂樹訳　光村教育図書刊

「あたまにつまった石ころが」

問い合わせ先　朝市出荷組合
　(☎69・9520：月～金、午前中)

今月の『しゅん』
　ミズナ、フキノトウ、コゴ
ミ、ネコヤナギ、チューリッ
プ、ハナモモ、ユキヤナギ
など



話題の広場
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　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　２月19日『まちづくり講演会』が、有終会館で開
かれました。第四回大野市景観賞の表彰に続き、先
進地のまちづくり事例などを交えた基調講演「まち
づくりの多様な展開」が行われ、参加者約50人が城
下町ならではのまちづくりについて考えました。

　２月15日、有終会館で『健康おおの21フォー
ラム』が行われました。市の健康づくり計画『健
康おおの21』の解説や、実践活動など取り組み
の発表、記念講演など、さまざまな内容から健
康づくりについて考えました。

健康づくりのコツ学ぶ

城下町のまちづくり探る

　地域活性化に取り組むグループの活動などを紹介する
『生涯学習市民フォーラム』が２月22日、有終会館で開
かれました。施設で手作り紙芝居を発表している「かん
ちゃんファミリー」など５団体の発表に、参加者約180
人が、それぞれの地域活動のあり方などを学びました。

市民グループ成果を発表

　自然と人との共生をテーマに２月28日『第５回イ
トヨ・シンポジウム』が行われました。専門家によ
る基調講演に続き、小学生の寸劇、中学生や地域団
体の研究など、さまざまな発表が行われ、イトヨが
生息できる環境づくりの大切さなどを考えました。

“イトヨ守ろう”寸劇や発表

　日常生活の中から人権問題などを考えようと２月
27日『人権教育講演会』が有終会館で開かれました。
桂枝女太師匠による、お笑いたっぷりの落語と講演
に、約150人が聞き入っていました。

笑い交えて人権理解

学び考えよう！講演会やシンポあれこれ



　県内外のミュージシャンが出演するコンサート
「MUSIC JAM（ミュージック・ジャム）」が２月
22日、文化会館で開かれました。アマチュアや
プロなど世代や部門を超え９組、約６時間にわた
る熱演が繰り広げられ、延べ600人の観客がサウ
ンドに酔いしれていました。

ミュージシャン熱演

話題の広場
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話題の広場 　富田小新校舎の改築落成式が３月６日、児童や保
護者、関係者など約400人が出席し行われました。
式典に続いて、金管バンドの演奏や新しい校舎の紹
介などを盛りこんだ寸劇、よさこい踊りなどが次々
に披露され、校舎の完成を盛大に祝いました。

　３月７日、あっ宝んどを会場に「あったか健康
まつり」が開かれました。身長や体重の測定、骨
密度や動脈硬化などの検査、健康体操やリズム体
操、音楽会など、盛りだくさんの内容が催され、
たくさんの人たちでにぎわいました。

　市交通指導員が２月17日、交通安全功労者表
彰(内閣官房長官表彰)を受賞し、19日に受賞報
告を行いました。個人・団体・市区町村の３部門
があり、今年度、団体の部では、全国で５団体が
受賞。県内では３団体目の受賞となりました。

交通指導員会が受賞報告

あったか健康まつり

富田小学校の新校舎落成

身近な話題をお知らせください。

　３月６日、図書館で「子どもと本との出会いをつ
くる勉強会」が開かれました。一人ひとりの成長に
合った“本との出会い”を考えようと、保護者や教
職員など15人が参加。講師から、絵本を読み聞かせ
るポイントや、学校での図書ボランティア活動など
を熱心に学んでいました。

本の楽しさ子どもたちへ



第26回大野さくらまつり
4月3日㊏～18日㊐
亀山公園・義景公園・有終公園

お祭り広場（有終公園）
　10日㊏　正午～午後５時
　11日㊐　午前10時～午後４時
問い合わせ先
　観光協会（☎65・5521）

平成16年度粗大ごみ特別受付日平成16年度粗大ごみ特別受付日
　

詳
し
い
内
容
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
66
・

　

１
１
１
１
内
線
４
８
４
）

　

学
生
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
本
人
の
所
得
が
68
万
円
未

満
で
あ
れ
ば
、
申
請
し
承
認
を
受

け
る
こ
と
で
、
在
学
中
の
保
険
料

を
後
払
い
で
き
ま
す
。

　

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
５
月

末
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

制
度
の
承
認
月　

申
請
月
の
前
月

　

分
〜
平
成
17
年
３
月

申
請
に
必
要
な
も
の　

在
学
証
明

　

書
か
学
生
証
の
写
し
・
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

年
金
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
４
５
５
）

　

産
業
文
化
展
示
館
の
常
設
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
、
展
示
を
行
う
個
人

や
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

市
の
産
業
・
文
化
に
関
す

　

る
も
の

期
間　

原
則
と
し
て
１
年
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
３
３
２
）
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4月

　

４
月
８
日
㊍
は
、
当
市
の
大
火

記
念
日
で
す
。

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
こ

の
記
念
日
に
文
化
会
館
周
辺
で
、

消
防
総
合
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
９
時
に
亀
山
の

サ
イ
レ
ン
が
２
回
鳴
り
ま
す
。
ご

承
知
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
文
化
会
館
の
駐
車
場
や

周
辺
の
道
路
に
は
、
前
日
（
４
月

７
日
㊌
）
の
夜
か
ら
駐
車
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
野
地
区
消
防

　

署
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
食
の
面

か
ら
考
え
る
、
食
生
活
改
善
推
進

員
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
〜
平
成
17
年
２

　

月
25
日　

毎
月
第
４
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

栄
養
・
健
康
・
運
動
な
ど

　

の
講
義
、
生
活
習
慣
病
予
防
食

　

な
ど
の
調
理
実
習

対
象　

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
意

　

欲
を
持
ち
、
食
生
活
改
善
推
進

　

員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

が
で
き
る
人

定
員　

先
着
25
人

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
締
切
日　

５
月
14
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・
７
３

　

３
３
）

募
集
団
地　

西
里
団
地

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数　

３
戸

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜
１
万

　

９
０
０
円

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
期
限　

４
月
23
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
５
）

　

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受

け
た
高
齢
者
が
住
宅
を
改
造
す
る

場
合
「
要
介
護
老
人
住
宅
改
造
費

助
成
事
業
制
度
」
に
よ
り
、
60
万

円
を
上
限
と
し
て
、
そ
の
経
費
の

一
部
に
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
そ
の
制
度
の
一

部
変
更
に
よ
り
、
浴
槽
（
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
な
ど
）
の
取
り
替
え
が
、

補
助
の
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
浴
槽
の
取
り
替
え
は
、

介
護
保
険
制
度
に
よ
る
住
宅
改
修

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
こ
の
制
度
で
は
、
補
助
の

上
限
が
18
万
円
と
な
り
ま
す
。

日程　４月４日・６月６日・７月４日
　　　９月５日・10月３日・11月14日
　　　平成17年３月13日（各日曜日）
時間　午前８時30分～正午
対象物　家電製品、自転車、家具などの粗大ごみ
（燃やせるものは、縦70㌢、太さ10㌢程度にし
てください）
対象とならないもの　家電リサイクルの対象４品
目（テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機）、パ
ソコン、タイヤ、農機具類などの産業廃棄物
手数料　有料
その他　粗大ごみは、ごみステーションに出さな
いでください
問い合わせ先
　クリーンセンター（☎65・6120）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

保
健
セ
ン
タ
ー

学
生
の
納
付
特
例

　

申
請
は
５
月
末
ま
で

市
民
課

要
介
護
老
人
の
住
宅
改
造

 

補
助
対
象
の
一
部
変
更

福
祉
課

産
業
・
文
化

　

館
内
展
示
物
を
募
集

商
工
観
光
課

サ
イ
レ
ン
が
２
回
鳴
り
ま
す

　

春
季
消
防
総
合
訓
練

大
野
地
区
消
防
本
部



開館時間など4月から変更

2004.4  広報おおの （15）

● INFORMATION

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
こ
の
制
度
で
認
め
ら
れ

て
い
た
の
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

か
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
有
し
、
障

害
の
程
度
が
一
定
以
上
の
要
件
に

あ
る
人
で
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
介
護
保

険
制
度
で
、
要
介
護
度
が
五
と
認

定
さ
れ
て
い
る
人
が
、
新
た
に
対

象
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
人
が
持
つ
障
害
の

程
度
が
法
令
で
定
め
る
以
上
の
状

態
で
、
自
書
に
よ
る
投
票
が
で
き

な
い
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出

る
こ
と
に
よ
り
、
代
理
人
に
よ
る

記
載
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票
の
制
度
を
利
用
す
る

に
は
、
事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管 

　

理
委
員
会(

☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
３
６
１)

　

毎
年
お
盆
に
開
催
さ
れ
る
「
お

お
の
城
ま
つ
り
」
の
「
お
お
の
お

ど
り
」
で
、
生
音
頭
や
演
奏
に
参

加
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

生
音
頭
だ
け
で
な
く
歌
、
三
味

線
、
太
鼓
、
笛
な
ど
何
で
も
結
構

で
す
。
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

城
ま
つ
り
実
行 

　

委
員
会(

大
野
商
工
会
議
所
内

　

☎
66
・
１
２
３
０)

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
企
画
・
実

施
す
る
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
体
験
や
交
流
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
活
動
へ
補
助
を
行
い

ま
す
。(

認
定
数
に
限
り
あ
り)

対
象　

週
末
活
動
で
、
年
間
に
５ 

　

回
以
上
開
催
さ
れ
る
も
の

※
週
末
活
動
…
春
・
夏
・
冬
休
み 

　

を
除
く
土
・
日
曜
日
の
活
動

補
助
額　

３
万
円
＋(
４
月
１
日 

　

現
在
の
世
帯
数)
×
５
０
０
円

　

※
上
限
10
万
円
、
１
０
０
０
円  

　
　

未
満
切
り
捨
て

こ
れ
ま
で
に
対
象
と
な
っ
た
活
動

　

社
会
奉
仕
、
運
動
会
、
う
ち
わ

　

作
り
、
お
み
こ
し
、
登
山
、
廃 

　

品
回
収
、
読
書
会
な
ど

申
請
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要 

　

事
項
を
記
入
し
提
出

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教 

　

育
課(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
１)

●
市
民
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

４
月
11
日
㊐
午
前
９
時
〜

会
場　

有
終
会
館

参
加
料　

無
料

申
込
締
切
日　

４
月
７
日
㊌

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市 

　

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
協
会　

大
坪

　

恵
子
さ
ん(

☎
66
・
３
０
９
５)

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

シ
ン
グ
ル
ス
５
月
９
日
㊐

　

ダ
ブ
ル
ス
５
月
30
日
㊐

　

い
ず
れ
も
午
前
８
時
50
分
〜 

　

 (

雨
天
延
期)

会
場　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
料

　

シ
ン
グ
ル
ス
１
人
１
０
０
０
円

　

ダ
ブ
ル
ス　

１
組
２
０
０
０
円

申
込
締
切
日 

　

シ
ン
グ
ル
ス　

４
月
23
日
㊎

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

５
月
14
日
㊎

●
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

５
月
10
日
㊊
〜
31
日
㊊

　

毎
週
月
・
木
・
土
曜
日　

午
後

　

７
時
30
分
〜
９
時(

計
10
回)

会
場　

明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

初
級
・
初
心
者

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

３
０
０
０
円

申
込
締
切
日　

４
月
30
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
テ
ニ
ス
協
会　

酒
井
愼
ニ
さ 

　

ん(

☎
66
・
３
２
１
２
※
月
〜 

　

金　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時)

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
地
域
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の

団
体
を
対
象
に
、
活
動
中
の
傷
害

事
故
や
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
に

対
し
て
補
償
を
行
う
制
度
で
す
。

　

万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
ぜ
ひ

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

　

(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
２)

か
け
て
安
心
ス
ポ
ー
ツ
保
険

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

『教育おおの』
3月号で終了しました
　平成10年５月から「広報おお
の」と同時に配布していた「教
育おおの」は、平成16年３月号
（先月号）で終了しました。ご
愛読ありがとうございました。

郵
便
で
の
不
在
者
投
票

対
象
が
広
が
り
ま
し
た

選
挙
管
理
委
員
会

城
ま
つ
り
生
音
頭
な
ど

演
奏
へ
の
参
加
者
募
集

生
音
頭
育
成
保
存
会

応
援
し
ま
す

　

子
ど
も
の
週
末
活
動

社
会
教
育
課

参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教
室

各
競
技
団
体

●本願清水イトヨの里
<変更前>
　４～10月
　　午前10時～午後６時
　11～3月
　　午前10時～午後５時

<変更後>
　年間通して
　午前９時～午後５時
　※４～10月の土・日・祝日
　　午前９時～午後６時
問い合わせ先
　本願清水イトヨの里
　　（☎65・5104）

●あっ宝んどのプール施設
<変更前>
　平日
　　午前10時～午後８時30分
　日・祝日
　　午前10時～午後６時

<変更後>
　平日、日・祝日問わず
　午前10時～午後９時30分

問い合わせ先
　あっ宝んど（☎66・7900）
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♪
春
が
来
た
、
春
が

来
た
、
ど
こ
に
来
た
♪

子
ど
も
の
こ
ろ
、
暖
か

く
な
っ
て
外
で
遊
べ
る

喜
び
か
ら
、
よ
く
歌
っ

た
も
の
だ
。
今
で
も
雪

国
に
暮
ら
す
も
の
に
と
っ
て
、
春
の
訪
れ
は
縮

こ
ま
っ
て
い
た
心
と
体
を
緩
ま
せ
て
く
れ
る
。

わ
が
家
の
愛
犬
も
冬
毛
と
い
う
毛
皮
を
脱
ぎ
始

め
、
早
く
も
衣
替
え
の
準
備
を
始
め
て
い
る
▼

う
ら
ら
か
な
日
差
し
の
下
、
愛
犬
と
の
散
歩
も

足
取
り
が
軽
や
か
に
な
る
。
土
手
の
土
や
草
を

踏
み
し
め
な
が
ら
、
犬
も
春
の
に
お
い
を
感
じ

取
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
一
緒
に
歩
く
私
は
今
に

も
咲
き
出
し
そ
う
な
桜
の
木
の
下
「
う
わ
あ
、

楽
し
み
だ
ね
」
と
話
し
か
け
な
が
ら
、
い
つ
も

よ
り
長
く
散
歩
を
す
る
の
で
、
愛
犬
も
大
喜
び

で
あ
る
▼
だ
が
道
路
の
端
、
犬
の
ふ
ん
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
転
が
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
多

分
、
冬
の
間
始
末
し
な
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

「
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末

す
る
」
と
い
う
当
た
り
前
の
責
任
を
雪
に
隠
し

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
改
め
て
飼
い
主
と
し
て

の
責
任
を
痛
切
に
感
じ
た
▼
春
は
陽
気
に
誘
わ

れ
、
屋
外
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
そ
の
一

つ
が
庭
い
じ
り
で
あ
る
。
寒
さ
を
避
け
室
内
に

置
い
て
い
た
鉢
植
え
の
花
を
庭
に
並
べ
た
。
コ

ス
モ
ス
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
種
を
ま
い
た
。

冬
に
球
根
を
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
も
水
を

や
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芽
が
出
る
の
が
楽
し
み
で

あ
る
▼
も
う
一
つ
の
楽
し
み
に
大
野
さ
く
ら
ま

つ
り
が
あ
る
。
今
で
も
年
に
一
度
は
亀
山
に
登

り
、
桜
を
眺
め
な
が
ら
大
野
盆
地
を
一
望
し
、

奥
越
の
春
を
満
喫
す
る
。
果
た
し
て
今
年
の
花

は
…
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
の
春
で
あ
る
（
小
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

２月中の異動

３月１日現在
11,944世帯
39,726人
18,974人
20,752人

前　月　比
－3世帯
＋3人
－7人
＋10人

転入
転出

59人
58人

出生
死亡

26人
24人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

153件
31件
0人
33人
122件

平成16年
２ 月 末 比 較平成15年

２ 月 末
123件
20件
0人
39人
103件

30件
11件
0人
－6人
19件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

最
近
、
食
の
安
全
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が
続

い
て
い
ま
す
。
だ
れ
が
作
っ
た

の
か
が
分
か
る
、
顔
の
見
え
る

食
材
。
新
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を

書
き
な
が
ら
、
身
近
に
そ
ん
な

食
材
を
買
え
る
場
所
の
あ
る
あ

り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
、
究
極
の
贅

沢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

　
「
義
景
さ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
る
朝
倉
義
景
墓
所
の
周

辺
は
、
桜
の
名
所
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
、

織
田
信
長
と
の
戦
い
に
敗
れ
た

義
景
は
、
大
野
に
逃
れ
た
と
こ

ろ
で
反
逆
に
あ
い
自
害
。
一
八

〇
〇
年
子
孫
に
よ
り
曹
源
寺
へ

墓
が
建
て
ら
れ
一
八
二
二
年
に

現
地
に
移
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

大
野
え
え
と
こ
㉕

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

⑬

山
王
池
（
日
吉
町
）

　

日
吉
神
社
の
横
に
あ
る
池
。
か
つ
て
亥
山
城(

現

在
は
日
吉
神
社
境
内)

を
守
る
堀
と
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。
住
宅
地
の
中
に
大
き
な
池
の
残
る
貴
重

な
景
観
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
存
在
で
す
。

サ
ン
パ
レ
ス
国
時
（
国
時
町
三
二
〇
）

　

近
代
的
な
集
合
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
、
景
観
へ
の

配
慮
が
行
わ
れ
た
建
物
で
す
。
か
わ
ら
ぶ
き
の
屋
根

や
焦
げ
茶
色
に
統
一
さ
れ
た
外
壁
な
ど
が
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
す
。


